
鶴
岡
市
有
機
農
業
推
進

協
議
会
（
志
藤
正
一
会
長
）

の
主
催
で

日
、「
オ
ー
ガ

15

ニ
ッ
ク
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

鶴
岡
」
が
鶴
岡
駅
前
の

inつ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー

デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）
で
開
か
れ

ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

志
藤
正
一
会
長
と
ア
ル
ケ

ッ
チ
ャ
ー
ノ
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
の
奥
田
政
行
氏
、
温

海
っ
子
給
食
セ
ン
タ
ー
栄

養
教
諭
の
関
根
淳
さ
ん
の

３
人
が
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
佐
藤
暁
子
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

「
今
、
伝
え
た
い
有
機
農

産
物
が
語
る
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
意
見
交
換
し
ま
し

た
。有

機
栽
培
米
を
使
っ
た

料
理
実
演
試
食
や
有
機
栽

培
米
の
食
べ
比
べ
、
有
機

農
業
者
と
の
パ
ネ
ル
交
流

が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加

者
に
有
機
農
業
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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東
郡
電
気
事
業
も
の
が
た
り

東
田
川
郡
電
気
事
業
の
偉
大
な
る
軌
跡

早
坂
清
輔
（
上
町
）

初
代
管
理
者

関
原
弥
里

せ
き
は
ら
わ

た

り

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

(

写
真
・
関
原
弥
里)

嘉
永
６
年（
１
８
５
３
）、

飽
海
郡
中
山
村
（
旧
松
嶺
）

に
生
ま
れ
、
明
治
８
年
（
１

８
７
５
）
宮
城
県
師
範
学

校
を
卒
業
。

明
治

年（
１
８
８
４
）、

17

山
形
県
師
範
学
校
兼
山
形

中
学
校
に
勤
務
し
、
翌
年

県
学
務
課
に
移
る
。

明
治

年（
１
８
９
４
）、

31

東
田
川
郡
の
郡
長
と
な
り

在
任

年
余
り
。

15
こ
の
間
最
上
川
か
ら
揚

水
し
て
、
狩
川
、
大
和
、

常
万
、
余
目
、
新
堀
の
５

ヶ
町
村
の
畑
地
を
水
田
に

作
り
変
え
、
ま
た
本
郷
村

上
名
川
（
現
在
の
朝
日
地

域
）
に
発
電
所
を
設
け
て
、

電
灯
、
電
力
を
提
供
す
る

な
ど
、
画
期
的
事
業
に
功

績
を
残
し
、
名
郡
長
と
言

わ
れ
た
。

大
正
３
年（
１
９
１
４
）、

最
上
郡
長
と
な
り
、
衆
議

院
議
員
も
務
め
た
。

組
合
電
気
事
業
廃
止
時

の
施
設
・
設
備
な
ど

昭
和

年（
１
９
４
３
）、

18

戦
時
下
の
配
電
統
制
令
で

組
合
電
気
事
業
は
東
北
配

電(

株)

に
譲
渡
さ
れ
廃
止

と
な
っ
た
。

■
代
表
者(

組
合
長)

奥
山
良
平(

狩
川
村)

(

写
真
・
奥
山
良
平)

主
任
技
術
者

進
藤
陽
吉

■
発
電
設
備

名
川
発
電
所
１
６
０
０

、
梵
字
川
発
電
所
３
０

kw０
０

（
合
計
４
６
０
０

kw
）
kw

※
参
考
：
鶴
岡
水
電（
発

電
３
ヶ
所
３
３
１
０

、
kw

受
電
２
０
０
０

）
kw

■
送
電
設
備

名
川
連
絡
線
、
名
川
線
、

藤
島
線
、
大
泉
線
、
朝
丸

特
高
受
電
線
：
線
路
亘
長

・
９
㎞

54■
変
電
設
備

藤
島
変
電
所
、
余
目
変

電
所
、
黒
川
変
電
所

(

今
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

藤
島
変
電
所
と
鉄
塔)

■
配
電
設
備

線
路
亘
長
５
２
８
・
９

㎞
、
需
要
者
屋
内
設
備
及

び
営
業
設
備
、
散
宿
所
管

内
各
町
村
に

ヶ
所

24

■
固
定
資
産

２
７
８
万
８
１
１
０
円

■
需
要
状
況

電
灯
１
万
５
７
７
９
戸

４
万
０
１
０
９
灯

電
力

１
７
４
５
戸

１
３
８
０
kw

そ
の
他

１
５
３
５
戸

95
kw

特
約
大
口

５
戸

３
２
７
０
kw

有機農業をテーマにフリートーク

つや姫やコシヒカリ、ササニシキなどの食べ比べ

庄
内
農
高
同
窓
会
が

藤
島
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

庄
内
農
業
高
校
瑞
穂
同

窓
会
の
藤
島
地
域
連
絡
協

議
会
（
工
藤
正
喜
会
長
）

は

月
１
日
、
ク
リ
ス
マ

12
ス
パ
ー
テ
ィ
を
藤
島
地
区

活
動
セ
ン
タ
ー
で
午
後
５

時

分
か
ら
開
催
し
ま
す
。

30今
年
度
の
講
師
は
奥
山

善
宏
氏
で
「
ド
イ
ツ
か
ら

見
た
日
本
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
し
ま
す
。

奥
山
氏
は
庄
内
農
高
畜

産
課
の
奥
山
善
徳
先
生
の

子
息
で
藤
中
・
庄
内
農
高

を
卒
業
。
ニ
ワ
ト
リ
の
雌

雄
鑑
別
士
と
し
て
ド
イ
ツ

で

年
間
生
活
し
た
体
験

10
談
を
語
る
と
の
こ
と
で
す
。

参
加
費
は
男
１
０
０
０

円
、
女
５
０
０
円
。

お
問
い
合
わ
せ
は
工
藤

会
長
ま
で
（
電
話

・
２

64

２
８
１
）。

昨
年
度
は
庄
内
農
高
卒

業
生
の
加
茂
水
族
館
の
奥

山
和
也
館
長
が
講
演
。



中
国
養
父
母
と
の
暮
ら
し

（
そ
の
２
）

私
（
Ｓ
男
）
は
、
い
つ

の
日
か
日
本
に
帰
る
事
が

出
来
る
と
信
じ
な
が
ら
、

馬
車
曳
き
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
栽
培
等
を
し
て
働
い
た
。

父
母
を
失
い
、
生
き
る

あ
て
の
無
か
っ
た
私
と
弟

（
弟
は
別
の
養
父
母
に
貰

わ
れ
て
い
っ
た
の
で
、
容

易
に
消
息
を
掴
め
な
か
っ

た
が
、
後
日
探
す
事
が
出

来
た
）
は
、「
す
き
を
ね
ら

っ
て
食
い
も
の
を
あ
さ
っ

た
り
、
汚
水
を
飲
ん
だ
り
」

と
、
た
だ
生
き
て
い
る
だ

け
の
野
宿
生
活
？
だ
っ
た
。

そ
ん
な
生
活
か
ら
私
達

を
救
っ
て
く
れ
た
上
に
、

貧
し
い
自
分
達
の
食
事
を

一
食
減
ら
し
て
育
て
て
く

れ
た
養
父
母
と
の
生
活
は
、

辛
い
中
に
あ
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
と
い
う
希
望
を

持
つ
事
が
出
来
た
出
会
い

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
敗
戦
後
の
中
国
で

は
、
日
本
人
へ
の
反
感
が

吹
き
荒
れ
、
私
の
養
父
母

も
し
か
り
、
大
半
の
養
父

母
達
は
子
ど
も
が
日
本
人

で
あ
る
と
い
う
事
を
隠
し
、

バ
レ
そ
う
に
な
る
と
引
っ

越
し
ま
で
も
し
て
、
私
達

残
留
孤
児
を
か
ば
い
ぬ
い

て
く
れ
た
。

私
も
学
校
へ
行
け
ば「
チ

ビ
鬼
日
本
人
」
の
子
ど
も

と
虐
め
ら
れ
た
の
で
、
学

校
に
行
く
事
は
出
来
な
か

っ
た
。

そ
の
せ
い
で
字
の
読
み

書
き
が
殆
ど
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま
い
、
日
本
に
帰

国
後
の
生
活
も
苦
難
を
極

め
る
も
の
に
な
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

や
が
て

歳
に
な
っ
て

25

中
国
人
女
性
と
結
婚
し
た

が
、
中
国
の
政
治
情
勢
（
文

化
大
革
命
）
の
為
に
肉
親

捜
し
を
恐
れ
て
い
た
。

こ
の
時
、
私
を
育
て
て

く
れ
た
中
国
人
養
父
は
、

「
日
本
人
の
残
留
孤
児
を

育
て
た
」
と
い
う
事
だ
け

で
、
厳
し
い
尋
問
や
取
り

調
べ
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

私
自
身
も
取
り
調
べ
と

批
判
を
受
け
、
私
の
子
ど

も
達
も
差
別
を
受
け
、
学

校
に
行
く
事
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

１
９
７
２
年
、
田
中
角

栄
元
首
相
と
周
恩
来
首
相

の
間
で
日
中
両
国
の
国
交

回
復
。
後
に
友
達
か
ら
「
お

前
の
肉
親
捜
し
は
可
能
に

な
っ
た
よ
」
と
教
え
ら
れ
、

昭
和

年
に
な
っ
て
や
っ

53

と
肉
親
捜
し
を
す
る
決
心

が
つ
い
た
。

（
私
・
齋
藤
が
聞
い
た

中
国
の
よ
も
や
ま
話
は
、

中
国
で
は
横
断
歩
道
を
渡

ろ
う
と
し
て
人
が
立
っ
て

い
て
も
車
は
止
ま
っ
て
く

れ
な
い
。
交
通
ル
ー
ル
で

優
先
す
る
の
は
人
や
車
で

も
無
く
道
路
を
渡
ろ
う
と

す
る
「
勇
気
」
だ
そ
う
だ
。

私
自
身
も
重
慶
で
中
国

の
知
人
と
一
緒
に
道
路
を

渡
ろ
う
と
し
た
時
、
危
な

く
っ
て
道
の
真
ん
中
で
立

ち
ん
ぼ
。
で
も
知
人
は
私

を
引
っ
張
っ
て
ス
イ
ス
イ

平
気
顔
だ
っ
た
。

私
達
が
毎
日
何
度
も
使

う
「
ド
ウ
モ
ド
ウ
モ
」（
発

音
は
違
う
）、
中
国
語
で
の

意
味
は
女
性
の
体
の
大
事

な
部
分
を
指
す
と
か
、
中

国
に
行
っ
た
時
う
っ
か
り

チ
ャ
ッ
ト
し
て
は
睨
ま
れ

る
か
も
。）

先
号
に
「
少
数
派
権
」

と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
言

葉
を
書
い
た
。
少
数
派
の

権
利
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

少
数
意
見
の
尊
重
と
言
っ

た
。制

定
当
時
は
「
民
主
主

義
＝
多
数
決
で
は
な
い
」

こ
と
、
少
数
が
多
数
に
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
、

そ
の
た
め
憲
法

条
１
項

21

の
「
集
会
、
結
社
及
び
言

論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の

表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」、
す
な
わ
ち
多

様
な
表
現
の
自
由
は
非
常

に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、

学
校
で
も
力
を
入
れ
、
今

か
ら
４
０
０
年
ほ
ど
前
、

地
動
説
を
支
持
し
て
、
教

会
か
ら
処
刑
さ
れ
た
ガ
リ

レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
な
ど
を

例
に
教
え
た(

「
そ
れ
で
も

地
球
は
回
る
」
は
、
彼
の

死
後
に
作
ら
れ
た
伝
承)

。

し
か
し
表
現
の
自
由
抑

圧
は
今
も
止
ま
な
い
。
権

力
の
常
套
手
段
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
も
報
道
し
た
が
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

日
付「
潮

14

流
」
で
初
め
て
知
っ
た
事

件
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

地
中
海
マ
ル
タ
国
の
ダ
フ

ネ
・
カ
ル
ア
ナ
ガ
リ
チ
ア

記
者
の
殺
害
事
件
で
あ
る
。

彼
女
は
「
パ
ナ
マ
文
書
」

を
も
と
に
、
自
国
の
首
相

妻
が
、
税
逃
れ
の
た
め
に

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
（
租

税
回
避
地
）
の
利
用
を
告

発
し
て
き
た
。

月

日
、

10

16

自
宅
を
出
た
と
こ
ろ
、
車

内
に
仕
掛
け
た
爆
弾
が
爆

発
し
殺
害
さ
れ
た
。

な
お
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
国

境
な
き
記
者
団
」
に
よ
る

と
、
今
年
こ
れ
ま
で
殺
害

さ
れ
た
記
者
は

人
に
の

48

ぼ
る
と
い
う
。「
国
境
な
き

記
者
団
」
は
言
論
の
自
由

擁
護
を
目
的
と
し
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
非
政

府
組
織
で
、
世
界
自
由
報

道
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
、

日
本
の
識
者
間
で
信
ぴ
ょ

う
性
が
論
議
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
は
２
０
１
０
年

ま
で
一
桁
台
で
あ
っ
た
が
、

福
島
原
発
以
降
、
そ
し
て

安
倍
政
権
で
さ
ら
に
下
向

し
、
昨
年
は

位
に
な
っ

72

た
と
し
て
い
る
。

税
金
を
逃
す
な

俺
の
親
父
は
、
生
命
保

険
に
入
っ
て
な
か
っ
た
か

ら
、
葬
儀
の
翌
日
に
資
産

証
明
で
相
続
の
相
談
を
し

た
も
の
だ
っ
た
が
、
使
う

に
困
る
金
を
税
金
の
か
か

ら
な
い
処
に
隠
し
て
お
い

た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う

な
ん
て
思
っ
た
り
し
て
。

▲
本
人
が
管
理
し
て
い
る

物
は
出
る
訳
が
な
い
し
、

会
計
士
な
ど
が
管
理
し
て

い
る
物
も
、
本
人
が
居
な

く
な
れ
ば
出
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
し
。
隠
し
た
物

は
相
続
財
産
に
は
な
ら
な

い
ん
だ
、
と
い
う
の
も
、

▲
ま
た
税
金
の
が
れ
の
文

書
が
世
界
中
を
驚
か
し
て

い
る
。
前
回
は
去
年
の
４

月
で
パ
ナ
マ
文
書
と
言
っ

た
が
、
今
回
の
は
パ
ラ
ダ

イ
ス
文
書
と
い
い
、
前
よ

り
大
き
な
資
料
で
１
３
４

０
万
件
な
ん
だ
ト
カ
。

▲
こ
れ
の
逃
れ
て
い
る
税

金
は

兆
円
に
な
る
と
。

58

う
ち
日
本
分
は
千
件
を
超

え
る
も
の
で
５
兆
円
の
税

金
に
な
る
と
の
報
道
だ
。

▲
財
布
に
３
千
円
入
っ
て

い
れ
ば
安
心
す
る
俺
に
は

関
係
な
い
こ
と
だ
け
れ
ど

も
、
勧
誘
に
く
る
わ
け
で

も
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
ど

ん
な
こ
と
か
ら
そ
こ
に
口

座
を
開
け
る
事
が
判
る
ん

だ
ろ
う
か
ノ
ー
。

▲
鳩
山
邦
夫
さ
ん
は
、
今

は
無
い
と
言
っ
て
た
よ
う

だ
が
、
そ
の
隠
し
財
産
は

何
処
に
い
っ
た
の
か
。
俺

達
の
貯
金
か
ら
は
利
息
の

％
を
自
動
的
に
差
っ
引

20い
て
い
る
ん
だ
が
、
彼
の

そ
の
分
は
ど
う
な
っ
て
い

た
ん
だ
い
。
税
務
署
か
ら

聞
き
た
い
で
す
ネ
ー
。

▲
面
白
い
の
は
英
国
の
女

王
さ
ん
の
名
義
で
そ
こ
に

隠
し
財
産
が
あ
っ
た
と
い

う
報
道
。
女
王
さ
ん
で
も

税
金
を
払
い
た
く
な
か
っ

た
と
い
う
事
で
し
ょ
う
。

▲
具
体
的
に
政
治
家
・
経

営
者
・
著
名
人
な
ど
の
名

前
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
と
の
報
道
だ
か
ら
、
公

平
な
課
税
の
面
か
ら
も
国

の
名
誉
に
か
け
て
調
べ
て

く
れ
よ
ナ
。
麻
生
大
臣
。

（
石
川
）


